
福岡市におけるHIV対策事業に
ついて

福岡市保健福祉局健康医療部

保健予防課

感染症対策係 高橋佳緒里



福岡市の概要

・福岡県の県庁所在地であり，政令指定都市。
・面積343.38km², 人口152万人（平成27年2月１日現在）
・人口増加率・若者（15～29歳）の人口比率 政令指定都市中第１位

・外国人入国者数 空港別第４位，港別第１位（※平成25年福岡市観光統計より）



福岡市のＨＩＶ感染者・AIDS患者新規報告数①
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感染者・患者の合計
４９名は過去最多

・平成21年以降，毎年40人前後の報告数で推移

・平成26年は感染者・患者数合計が49名となり，過去最多となった



福岡市のＨＩＶ感染者・AIDS患者新規報告数②
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・福岡県全体の新規報告数のうち，AIDS患者の６割以上，HIV感染者の４割以上が福岡
市報告分。（福岡県人口約５０９万人，福岡市人口約１５２万人）

・九州ブロック拠点病院を含む，拠点病院が集まっていることや，九州一の歓楽街である
中洲の存在が原因の一つと考えられる。



福岡市のＨＩＶ感染者・AIDS患者新規報告数③
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ＨＩＶ感染者

ＡＩＤＳ患者

→感染者・患者共に幅広い年代の報告があり，特に40歳以上の報告数が増加傾
向。20～30歳代の報告数も依然として高い割合で推移している。



福岡市HIV抗体検査事業について
保健福祉センター
（保健所）

検 査
検査項目

無料 有料(530円）

検査曜日 受付時間 エイズ クラミジア 梅毒

東 区 ①毎週火曜日 ９：００～１１：００ ○ ○ ○

博多区
①毎週木曜日 ９：００～１１：００ ○ ○ ○

②毎月第２，４水曜日 １６：００～１８：００ ○ ○ -

中央区

③毎週火曜日
（ 要予約 ）

９：００～１１：００
○

即日検査
- -

④毎月第２日曜日
（先着５０名）

１４：００～１５：００
○

即日検査
- -

南 区 ①毎週火曜日 ９：００～１１：００ ○ ○ ○

城南区 ①毎週水曜日 ９：００～１１：００ ○ ○ ○

早良区 ①毎週水曜日 ９：００～１１：００ ○ ○ ○

西 区 ①毎週月曜日 ９：００～１１：００ ○ ○ ○

①平日通常検査→【６会場】毎週各曜日 9時～11時 ※クラミジアと梅毒検査を併設

②平日夕方通常検査→【１会場】毎月第２・４水曜日 16時～18時 ※クラミジア検査を併設

③平日即日検査→【１会場】毎週火曜日 9時～11時

④休日即日検査→【１会場】毎月第２日曜日 14時～15時

※その他イベント検査（特例即日検査）
→6月検査普及週間，12月エイズデー等 年間4,5回



17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度
受検者数 3215 3867 4603 4761 3813 3798 3664 3353 3722 2640
陽性者数 6 11 14 7 8 16 16 18 26 19
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※26年度は12月末現在

抗体検査受検者数・陽性者数の推移

・受検者数は平成20年度以降減少傾向にあったものの，25年度にやや増加

・陽性者数は，平成20年度以降増加傾向にあり，25年度は過去最多となった

・陽性率は，平成20年度の0.14％から，平成25年度は0.7％と上昇している



福岡市エイズ啓発に関する取り組み

①年間を通して実施
・啓発グッズ等の作成・配布，広報チラシ・ポスターの配布・掲示等
・保健福祉センター医師による出前講座

②世界エイズデー等の時期を中心として実施
・HIV検査普及週間，世界エイズデーにおける特例即日検査の実施
・協力団体「Love Act Fukuoka」とMSM向け啓発グッズの共同製作
・本庁舎に検査促進の横断幕の設置
・外国人向けフリーペーパー，ラジオ等による検査広報
・レッドリボンの製作および市長，市議会議員等への着用依頼

③不定期に実施
・保健所従事者や養護教諭向け研修の実施
（エイズに関する基礎知識やセクシャリティについて）

◇従来より実施◇



啓発パンフレット・チラシ・グッズ等

パンフレット，ボールペン，
ティッシュ，コンドーム，
レッドリボン 等 福岡市HIV抗体検査

チラシ・ポスター



MSM向け啓発資材（共同製作）
◇特例即日検査広報チラシ ◇MSM用コンドーム

※これらのMSM用啓発資材については，協力団体(ＬＡＦ)との連携によりゲイバー等で配布



横断幕設置

フリーペーパー
『フクオカ・ナウ』
（日・英・中・韓
４ヵ国語訳）
への記事掲載

ラブＦＭによる
ＣＭスポット放送

（日・英・中・韓４ヵ国
語によるエイズデー
および検査日のお

知らせ）

エイズデーにおける広報活動例



◇２６年度新たな取り組み◇
レッドリボンネイルイベント①

＜趣旨＞

• 新規HIV感染者は20～30代，新規AIDS患者は20代以上の年代を
中心に増加傾向（※平成25年エイズ動向調査委員会報告）

• 一方，保健所等での抗体検査件数は減少傾向
• 若者が多い福岡市
→若年層を中心とした幅広い世代に広く普及啓発を行う必要がある

＜平成26年度レッドリボンネイルイベントについて＞
• 日時：平成26年12月1日（月）14:00～16:00＠福岡市役所１階ロビー
• ボランティア協力：麻生ビューティーカレッジ学生
• 実施内容：
①レッドリボンネイルorハンドマッサージ
②パネル展示（エイズ・性感染症など），レッドリボンツリーの設置

③相談ブースの設置（希望者のみ）

④啓発グッズ等の配布





啓発グッズの設置

ネイルアート見本



レッドリボンネイルイベント②

＜これまでの実績＞

• 平成25年度より，博多区，中央区の担当者によって実施
（各区健康フェアにおけるブース設置）

→およそ５時間で約２００名の参加

＜実施までの流れ＞

• 協力団体（美容系専門学校）への打診
• 会場の手配
• 広報（Facebook，ホームページ，市政だより等）
• 配布グッズ，展示パネル等の準備





レッドリボンネイルイベント③

＜本取り組みの利点・重要視している点＞

• 専門学校等の協力による，若者による若者への啓発活動で
あるため，市民がより気軽に参加しやすい

• 幅広い世代の参加者が見込める
• ボランティア協力により，委託料等が発生しない（経費は配
付資材の製作費のみ）

• 他のイベント等と併設しやすい

＜今後の方針・課題＞

• 来年度以降も継続してイベントを実施
• 土日実施の検討→若者の参加者を増やす
• その他イベントとの共同実施についても検討



まとめ

• 福岡市の現状としては，平成26年は過去最多の報
告数となり，感染者・患者は増加し続けている。

• しかし，一方で抗体検査件数は減少傾向にあり，市
民の関心は高くない。

• 今後とも，市民が受検しやすい検査体制を整備し，
早期発見・早期治療につながるよう，医療機関とも

連携を深めていく

• あわせて，協力団体と連携したＭＳＭへの啓発活動
とともに，若者を中心とした幅広い世代への啓発活
動を実施していく


